
市
政
功
労
者
を
表
彰

特
別
功
労

教
育
委
員
会
委
員
16
年
以
上
の
方

▼
吉
川
明
彦（
教
育
委
員
会
委
員
）

自
治
功
労

行
政
委
員
８
年
以
上
の
方
、自
治

協
力
員
12
年
以
上
の
方
、地
方
自

治
の
振
興
に
功
労
の
あ
っ
た
方

▼
宮
﨑
ひ
で
こ子（
教
育
委
員
会
委
員
） 

▼
林
勇い
さ
む（
自
治
協
力
員
） 

▼
鳥
山

千
尋（
都
市
計
画
審
議
会
委
員
等
）

▼
下
条
幸さ
ち
え惠（

い
じ
め
問
題
審
議・

調
査
委
員
会
委
員
等
） 

▼
福
冨

　
10
月
29
日
㈯
に
市
民
会
館
で
、市
政
の
発
展
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
対
し
て
表
彰
状
や
感
謝
状
を
贈
り
、そ
の
功
績
を
た
た
え
る「
狭
山
市

市
政
功
労
者
表
彰
式
」が
挙
行
さ
れ
、併
せ
て
芸
術
の
分
野
で
市
民
に
感
銘
を
与
え
る
よ
う
な
顕
著
な
功
績
を
収
め
た
方
に
対
し
て
、狭
山
市
特
別
顕
彰

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

伸
子（
市
民
相
談
員
） 

▼
段
貞
行

（
同
） 

▼
廣
中
尚ひ
さ
こ子（

環
境
審
議
会

委
員
等
） 

▼
田
村
泰
俊（
情
報
公

開
及
び
個
人
情
報
保
護
審
議
会
委

員
） 

▼
中
山
美
保（
介
護
認
定
審

査
会
委
員
） 

▼
今
井
良よ
し
さ
と聡（

同
） 

▼

立
川
正
幸（
融
資
審
査
会
委
員
等
）

社
会
福
祉
功
労

民
生
委
員・児
童
委
員
、保
護
司
12

年
以
上
の
方
、社
会
福
祉
団
体
の

役
員
12
年
以
上
の
方

▼
小お
じ
ま島
貴
美
子（
民
生
委
員・児
童

委
員
等
） 

▼
平
野
小
百
合（
民
生

委
員・
児
童
委
員
） 

▼
関
谷
秀
子

（
人
権
擁
護
委
員
） 

▼
手
塚
近ち
か
お雄

（
狭
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
常

任
理
事
） 
▼
塩
野
谷
延
夫（
狭
山

市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
等
）

保
健
衛
生
功
労

市
立
学
校
医
、市
立
学
校
歯
科
医
や

市
立
学
校
薬
剤
師
12
年
以
上
の
方

▼
鈴
木
五
男（
市
立
学
校
医
） 

▼

本
井
智
巳（
同
） 

▼
巴
雅ま
さ
い威（
同
） 

▼
寳ほ
う
し
ゃ
く積

英
彦（
同
） 

▼
山
名
康
彦

（
市
立
学
校
歯
科
医
） 

▼
伊
東
貴き

美み（
市
立
学
校
薬
剤
師
） 

▼
新
井

博
道（
同
）

環
境
保
全
功
労

環
境
保
全
関
係
団
体
の
役
員
12
年

以
上
の
方

▼
天
野
千
代
子（
リ
サ
イ
ク
ル
マ

ー
ケ
ッ
ト・
さ
や
ま
実
行
委
員
会

会
長
）

特別功労、自治功労、社会福祉功労、環境保全功労、狭山市特別顕彰を受賞した方々

◆
市
政
功
労
者
◆

※
敬
称
略
。順
不
同
で（

　）内
は
表
彰
の

　対
象
と
な
っ
た
主
な
職
で
す

特
別
功
労
表
彰

一
般
功
労
表
彰
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消
防
功
労

消
防
分
団
長
で
消
防
団
員
と
し
て

在
職
15
年
以
上
の
方
、消
防
団
員

と
し
て
在
職
20
年
以
上
の
方
、消

防
に
功
労
の
あ
っ
た
方

▼
角つ
の
だ田
義
明（
狭
山
市
防
火
安
全

協
会
会
長
） 

▼
髙
野
稔（
狭
山
市

防
火
安
全
協
会
理
事
） 

▼
鹿か
や
ま山

貴た
か
し史（

同
） 

▼
小
島
隆
太
朗（
消
防

団
第
2
分
団
分
団
長
） 

▼
宮
岡
豊

（
消
防
団
第
3
分
団
分
団
長
） 

▼

増
田
圭
輔（
消
防
団
第
4
分
団
分

団
長
） 

▼
梅
林
傳で
ん
い
ち
ろ
う

一
郎（
消
防
団

第
5
分
団
分
団
長
） 

▼
古
谷
敦
夫

（
消
防
団
第
7
分
団
分
団
長
） 

▼

若
月
高
広（
元
消
防
団
第
7
分
団

分
団
長
） 

▼
須
田
淳じ
ゅ
ん（
消
防
団
第

1
分
団
副
分
団
長
） 

▼
原
田
壱か
ず
よ
し与

（
消
防
団
第
2
分
団
副
分
団
長
） 

▼
塩
野
谷
英
則（
消
防
団
第
5
分

団
副
分
団
長
） 

▼
髙
橋
克
也（
消

防
団
第
1
分
団
部
長
） 

▼
関
正
幸

（
元
消
防
団
第
5
分
団
部
長
） 

▼

田
端
弥や
す
ゆ
き行（
元
消
防
団
第
4
分
団

班
長
） 

▼
今
成
正ま
さ
し史（
消
防
団
第

5
分
団
員
） 

▼
池
畠
純す
み
た
だ忠（
消
防

団
第
7
分
団
員
）

ス
ポ
ー
ツ
功
労

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
12
年
以
上
の
方

▼
古
川
清
美（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
） 

▼
太
田
惠
美
子（
同
）

多
大
な
寄
付
を
さ
れ
た
方
々

▼
江え
と
う頭

宏
昭 

▼
丹
羽
裕ひ
ろ
し 

▼
ア

イ
ル・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式

会
社 

▼
彩い
ろ
ど
り
し
せ
い

資
生
株
式
会
社 

▼
有

限
会
社
エ
ー
ス
商
会 

▼
青
梅
信

用
金
庫 

▼
狭
山
市
塗
装
看
板
業

組
合 

▼
一
般
社
団
法
人
所
沢
法

人
会 

▼
明
治
安
田
生
命
保
険
相

互
会
社
所
沢
支
社 

▼
奥
富
興
産

株
式
会
社

◆
狭
山
市
特
別
顕
彰
◆

※
敬
称
略

学
術
、芸
術
、ス
ポ
ー
ツ
そ
の
他
の

分
野
で
、特
に
優
れ
た
功
績
を
収

め
、市
民
に
感
銘
を
与
え
た
方
々

を
顕
彰
す
る
制
度

▼
牛
窪
梧ご
じ
ゅ
う十

　
市
内
在
住
の
書
家
で
あ
り
、令

和
３
年
度
恩
賜
賞
と
日
本
芸
術
院

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。恩
賜
賞・

感
謝
状

消防功労、スポーツ功労を受賞した方々、感謝状を贈られた方々

日
本
芸
術
院
賞
は
、卓
越
し
た
作

品
を
作
っ
た
方
や
芸
術
の
進
歩
に

貢
献
し
た
方
が
受
賞
す
る
も
の

で
、恩
賜
賞
は
そ
の
中
か
ら
特
に

選
ば
れ
て
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

問
合
せ

　秘
書
課
へ
内
線
５
０
５
４

◆牛窪梧十氏プロフィール
　学生時代は楷書を中心に勉
強していましたが、25歳の時、
金文に転向。現在は楷書、隷

れい し ょ

書、
篆
て ん し ょ

書などさまざまな書体を作
品としています。
　牛窪氏が書き続ける「金文」
は、中国の殷

いんしゅう

周時代の青銅器
の銘文の文字で、この漢字を現代の造形芸術として作品化し
ようと追及を重ねています。
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